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論文内容の要旨
〔目的〕











平均体重 3.8kg ， 3-5 カ月の未成熟犬 102 頭の右股関節(左は対照)に方法と程度を異にする
段階的な手術を行ない，逐週的に追究。腹部大動脈から 2% Berlih blue および 20% 超徴粒子硫酸
barium(Micropaque) の混合液を注入ののち大腿骨々頭を劉出，超軟レ線発生装置によって micro­
angiogram を作成するロ同標本から 400μ および 20μ の厚・薄連続標本を作成し，厚標本は Spalte









2 週ののち，増生した pannus は，新生血管を伴って旧血管孔から骨頭核内に侵入する口この急速
な結合織の修復過程を妨げるためさらに polyethylene film 挿入による遮断を行なっても，結合組






















12 週において大腿骨々頭の硬化・局平像がみられる。 8-12 週において内・外側滑膜性結合織の
増生による新血管の骨頭核内への侵入，関節軟骨剥離部裂隙からの血管侵入，メタプイ ν スから挿
























効果的に鮮明な造影写真を得る条件をあきらかにし，さらに予備実験において， 3 ,..._, 5 カ月における











有茎関節包弁挿入固定法 (pedic1ed capsular flap method) が案出されるに至ったが，本研究はその
基礎的研究として大きい意義をもつものである。
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